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	応用
	抗原情報
	背景
	SORL1（ソルチリン関連受容体、L A リピート含有）は、LDLR クラス A 含有選別タンパク質関連受容体（SorLA）としても知られ、細胞間相互作用に関与している可能性がある I 型膜タンパク質です。単一膜貫通受容体である SorLA は、LDL に結合し、エンドサイトーシスによって細胞に輸送します。SorLA はプロ受容体として合成され、フューリン様プロペプチダーゼによって成熟型に処理されます。また、RAP（受容体関連タンパク質）にも結合できます。SorLA は、リポタンパク質およびプロテアーゼの取り込みに重要な多機能エンドサイトーシス受容体です。除去される N 末端プロペプチドは、フューリンまたは相同プロテアーゼによって切断されます。内因性 SorLA は、神経ペプチド ヘッド アクティベーター（HA）に結合し、HA のシグナル伝達と機能に重要です。このタンパク質をコードする遺伝子は、染色体 8p23.1 にマップされます。 SorLA は主に脳（大脳皮質、小脳、後頭極）で発現しますが、肝臓、脊髄、腎臓、精巣、膵臓にも存在します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	SORL1マウスmAb（緑）を用いたPANC-1細胞の共焦点免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	DAB 染色による SORL1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト大脳組織の免疫組織化学分析。
	

	SORL1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト脳皮質組織の免疫組織化学分析。

